
橋梁毎の
健全性

1 0001 丹後橋 8086 下国根布西１号線 1 9.9 1974 Ⅲ 平成２８年度

2 0009 壱号橋 7021 下国根布荒山線 1 17.6 1984 Ⅱ 平成２８年度

3 0012 栄橋 6018 雄信内１条通線 5 86.9 1967 Ⅲ 平成２８年度

4 0015 開発橋 6016 円山東５線 1 23.2 1980 Ⅱ 平成２８年度

5 0021 ７線１号橋 7014 雄信内７線沢線 1 27.7 1978 Ⅱ 平成２８年度

6 0023 ７線２号橋 7014 雄信内７線沢線 1 20.5 1988 Ⅲ 平成２８年度

7 0024 ７線３号橋 7014 雄信内７線沢線 1 16.8 1990 Ⅱ 平成２８年度

8 0025 ２２号橋 6020 雄信内２２号 3 80.1 1973 Ⅱ 平成２８年度

9 0026 葵橋 6021 雄信内２３号 1 37.8 1973 Ⅱ 平成２８年度

10 0029 協成橋 7015 雄信内２５号 3 80.0 1971 Ⅲ 平成２８年度

11 0031 豊才橋 6019 雄信内泉源線 1 23.6 1977 Ⅱ 平成２８年度

12 0032 横山橋 7016 雄信内３０号 1 37.2 1995 Ⅱ 平成２８年度

13 0033 ３０号橋 7016 雄信内３０号 2 85.8 1998 Ⅱ 平成２８年度

14 0038 芙蓉橋 8071 泉源万保沢線 2 65.0 1969 Ⅱ 平成２８年度

15 0042 左沢橋 7017 雄信内左沢線 2 43.0 1972 Ⅲ 平成２８年度

16 0046 東四線橋 7013 産士線 1 47.0 1979 Ⅰ 平成２８年度

17 0047 南八号橋 6015 産士東３線 1 17.5 1989 Ⅱ 平成２８年度

18 0051 北産士橋 6013 産士山手線 1 20.8 1980 Ⅱ 平成２８年度

19 0055 作返橋 6014 産士北１号線 1 32.8 1979 Ⅱ 平成２８年度

20 0056 酪諭橋 8120 川口４線 1 17.7 2007 Ⅰ 平成２８年度

21 0057 酪光橋 8023 北川口草地線 1 16.6 2007 Ⅰ 平成２８年度

22 0059 酪じゅう橋 6009 川口３線 1 22.7 1991 Ⅱ 平成２８年度

23 0062 基線橋 6010 川口基線 1 23.7 1978 Ⅱ 平成２８年度

24 0064 六志内橋 6023 東１条通線 1 31.8 1974 Ⅱ 平成２８年度

25 0066 石山橋 7007 更岸５線 1 17.5 1970 Ⅱ 平成２８年度

26 0067 １号橋 8046 西産士１１号線 1 8.6 1972 Ⅱ 平成２８年度

27 0072 宮崎橋 6005 更岸８号線 1 21.6 1986 Ⅱ 平成２８年度

28 0074 土川橋 6001 更岸３線 1 16.9 1980 Ⅱ 平成２８年度

29 0077 入植橋 6001 更岸３線 1 17.5 1983 Ⅱ 平成２８年度

30 0081 床津内橋 7006 中更岸線 1 29.2 1995 Ⅱ 平成２８年度

31 0088 中の沢橋 7004 更岸１４号線 1 28.5 2002 Ⅰ 平成２８年度

32 0091 浜更岸橋 7002 浜更岸基線 1 31.3 1979 Ⅱ 平成２８年度

33 0098 南開橋 6024 山手裏通線 2 46.5 1983 Ⅱ 平成２８年度

34 0099 更北排水橋 6002 更岸２線 1 17.9 1967 Ⅲ 平成２８年度

35 0111 泉源大橋 8136 雄信内３４号線 2 61.5 1991 Ⅱ 平成２８年度

36 0112 東山橋 6019 雄信内泉源線 1 21.0 1996 Ⅱ 平成２８年度

37 0114 東雄信内橋 6019 雄信内泉源線 1 22.0 1997 Ⅱ 平成２８年度

38 0115（1） 新川橋（上下線一体） 8168 新栄通線 2 35.5 1982 Ⅱ 平成２８年度

39 0115（2） 新川橋（歩道自転車専用歩道橋） 8168 新栄通線 2 35.5 1982 Ⅱ 平成２８年度

点検年度

状　　態

【平成２８年度　天塩町橋梁点検結果】

NO. 橋梁番号 橋梁名 路線番号 路線名 径間数 橋長 架設年

構造物の機能に支障が生じていない状態。

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態。

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

健全性判定区分

区分

Ⅰ 健全

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急
に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階


